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【さかぐち まゆみ】東京浅草生まれ。共立薬科大学
を卒業後、東京大学医学部附属病院薬剤部を経て、
現在、台東区で、みどり薬局、みすじ薬局、車坂
薬局を開設している。薬剤師、臨床検査技師、実
務実習指導薬剤師、公認スポーツファーマシスト。

生
活
習
慣
病
と
は
？

「
生
活
習
慣
病
」
と
は
、
食
生
活
や
運
動
習

慣
、
休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
の
総
称
で
、
か
つ

て
は
「
成
人
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
子

供
の
成
人
病
が
増
え
、
病
気
の
原
因
が
日
常
の
生

活
習
慣
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、

1
9
9
6
年
、「
生
活
習
慣
病
」
と
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

日
本
人
の
死
因
の
上
位
を
占
め
る
が
ん
、
心
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
発
症
に
は
、
遺
伝
的
な

要
因
も
あ
り
ま
す
が
、食
事
や
運
動
、喫
煙
、飲
酒
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
が
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
（
図
1
）。
具
体
的
に
は
高
血
圧
、
脂
質
異

常
症
、
糖
尿
病
、
肥
満
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ

ら
の
「
生
活
習
慣
病
」
は
、
脳
卒
中
や
虚
血
性
心

疾
患
（
心
筋
梗
塞
等
）、
そ
の
他
重
症
の
病
気
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら

の
予
防
に
は
日
頃
か
ら
の
生
活
習
慣
が
重
要
で
、

特
に
、
食
事
と
運
動
が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
食
事
療
法
、
運
動
療
法
な
ど
で
生
活
習
慣

を
改
善
し
て
も
、
治
療
目
標
値
に
届
か
な
い
時
は
、

薬
物
療
法
を
追
加
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、「
生
活
習
慣
病
」
で
あ
る
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
の
薬
の
使
い
方
と
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
、
前
編
と
後
編
の
2
回

に
分
け
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

高
血
圧
に
つ
い
て

高
血
圧
症
と
は
？

高
血
圧
症
と
は
、
血
圧
が
持
続
的
に
高
い
状
態

が
続
き
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
原
因
と
な
る
病
気
で

す
。高

血
圧
の
状
態
が
続
い
て
い
て
も
、
あ
ま
り
強

い
症
状
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
状

態
を
放
置
し
て
い
る
と
、
や
が
て
全
身
に
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
最
初
に
引
き
起

こ
さ
れ
る
障
害
は
動
脈
硬
化
で
、
血
管
の
壁
が
厚

く
な
り
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
さ
ら
に
高

血
圧
が
ひ
ど
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
お
ち
い
り
ま

す
。
し
か
し
、
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
が
進
行
し
て

も
、
症
状
を
感
じ
に
く
い
た
め
、
さ
ら
に
障
害
が

進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

生
活
習
慣
病
の

薬
と
の
つ
き
あ
い
方

─【
前
編
】高
血
圧
の
薬
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り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
合
併
症
は
、
命
に
関
わ
る
重

大
な
も
の
（
心
筋
梗
塞
、
脳
出
血
、
脳
梗
塞
な
ど
）

が
多
い
た
め
、
高
血
圧
は
、「
サ
イ
レ
ン
ト
・
キ
ラ

ー
（
沈
黙
の
殺
人
者
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
高
血
圧
学
会
は
5
年
ぶ
り
に
「
高
血
圧
治

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
2
0
0
9
（
J
S
H
2
0
0
9
）」

を
発
表
し
ま
し
た
。（
図
2
）

降
圧
薬
に
つ
い
て

現
在
臨
床
で
使
用
さ
れ
る
主
な
降
圧
薬
を
一
覧

表
に
し
ま
し
た
。（
表
1
）

高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
降
圧
薬
の

選
択
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
（
以
下
Ca
拮
抗
薬
）、

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体
拮
抗
薬
（
以
下

A
R
B
）、
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
阻
害
薬

（
以
下
A
C
E
阻
害
薬
）、
利
尿
薬
、
β
遮
断
薬

の
5
種
類
を
主
要
な
第
一
選
択
薬
と
し
、
降
圧
不

十
分
な
際
に
は
そ
の
併
用
療
法
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
2
剤
の
併
用
と
し
て
は
、
A
R
B
/
A
C
E

阻
害
薬
+
Ca
拮
抗
薬
、
A
R
B
/
A
C
E
阻
害

薬
+
利
尿
薬
、
Ca
拮
抗
薬
+
利
尿
薬
、
Ca
拮
抗
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1947 55 65 75 85 9590 10（年）2005

悪性新生物
（がん）

心疾患

脳血管疾患
肺炎

不慮の事故
自殺
肝疾患
結核

血圧測定、病歴、身体所見、検査所見

二次性高血圧を除外

危険因子、臓器障害、心血管病、合併症を評価

生活習慣の修正を指導

中等リスク群

1ヶ月以内の指導で
140/90mmHg
以上なら降圧薬治療

高リスク群

直ちに降圧薬治療＊

低リスク群

3ヶ月以内の指導で
140/90mmHg
以上なら降圧薬治療

＊正常高値血圧の高リスク群では生活習慣の修正から開始し、目標血圧に達しない場合に
　降圧薬治療を考慮する

図1　主な死因別にみた死亡率の年次推移

図2　初診時の高血圧管理計画

平成22年人口動態統計月報年計（概数）の概況（厚生労働省）

日本高血圧学会　「高血圧治療ガイドライン」より
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分類 製品名 一般名

Ca拮抗薬
ジヒドロピリジン系

（DHP系）

カルブロック アゼルニジピン
ノルバスク アムロジピンペシル酸塩アムロジン
アテレック シルニジピンシナロング
ペルジピン ニカルジピン塩酸塩
バイミカード ニソルジピン
バイロテンシン ニトレンジピン
アダラート ニフェジピン
ニバジール ニルバジピン
ヒポカ バルニジピン塩酸塩
コニール ベニジピン塩酸塩
カルスロット マニジピン塩酸塩

ベンゾチアゼピン系（BTZ系） ヘルベッサー ジルチアゼム塩酸塩

アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬
（ARB)

オルメテック オルメサルタンメドキソミル
ニューロタン ロサルタンカリウム
ブロプレス カンデサルタンシレキセチル
ディオバン バルサルタン
ミカルディス テルミサルタン
イルベタン イルベサルタンアバプロ
アジルバ アジルサルタン

ACE阻害薬

カプトリル カプトプリル
カプトリル-R カプトプリル徐放剤
エースコール テモカプリル塩酸塩
レ二ベース エナラプリルマレイン酸塩
セタプリル アラセプリル
アデカット デラプリル塩酸塩
インヒベース シラザプリル水和物
ロンゲス リシノプリル水和物ゼストリル
チバセン ベナゼプリル塩酸塩
タナトリル イミダプリル塩酸塩
コナン キナプリル塩酸塩
オドリック トランドラプリルプレラン
コバシル ペリンドプリルエルブミン

利尿薬

サイアザイド系利尿薬 フルイトラン トリクロルメチアジド
ループ利尿薬 ラシックス フロセミド

Ｋ保持性利尿薬 アルダクトンA スピロノラクトン
セララ エプレレノン

β遮断薬

テノーミン アテノロール
メインテート ビソプロロールフマル酸塩
ケルロング ベタキソロール塩酸塩
セロケン メトプロロール酒石酸塩
セレクトール セリプロロール塩酸塩
インデラル プロプラノロール塩酸塩

αβ遮断薬 アロチノロール塩酸塩錠 アロチノロール塩酸塩
アーチスト カルベジロール

α遮断薬 カルデナリン ドキサゾシンメシル酸塩
ミニプレス プラゾシン塩酸塩

ARB・利尿薬配合剤

プレミネント ロサルタン・ヒドロクロロチアジド
コディオ（配合錠MD、EX） バルサルタン・ヒドロクロロチアジド
エカード（配合錠LD、HD） カンデサルタン・ヒドロクロロチアジド
ミコンビ（配合錠AP、BP） テルミサルタン・ヒドロクロロチアジド

ARB・Ca拮抗薬配合剤

レザルタス（配合錠LD、HD） オルメサルタンメドキソミル・アゼルニジピン
エックスフォージ バルサルタン・アムロジピン
ユニシア（配合錠LD、HD） カンデサルタン・アムロジピン
ミカムロ（配合錠AP、BP） テルミサルタン･アムロジピン
アイミクス（配合錠LD、HD） イルベサルタン・アムロジピン

Ca拮抗薬・スタチン配合剤 カデュエット1番、2番、3番、4番 アムロジピン・アトルバスタチン

表1　降圧薬
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薬
+
β
遮
断
薬
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
各
薬
剤
の
特
徴
を
解
説
し
ま
す
。

1
．
Ca
拮
抗
薬

血
管
の
壁
の
中
に
存
在
す
る
筋
肉
（
血
管
平
滑

筋
）
に
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
入
っ
て
く
る
と
、
こ

の
筋
肉
が
収
縮
し
ま
す
。
こ
れ
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
こ
の
筋
肉
を
弛
緩
さ
せ
、
血
管
の
収
縮
を

妨
げ
、
血
圧
を
下
げ
ま
す
。
血
圧
を
下
げ
る
働
き

が
強
い
上
に
、
狭
心
症
や
脳
血
管
障
害
な
ど
を
予

防
す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
の
で
メ
イ
ン
の
薬
と

し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

（
a
）
ジ
ヒ
ド
ロ
ピ
リ
ジ
ン
系 

（
D
H
P
系
）

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
降
圧
薬
の
中
で
最
も

有
効
性
が
高
く
、
急
速
に
強
力
に
血
圧
を
下
げ

ま
す
。
高
齢
者
も
含
め
、
多
く
の
症
例
で
第
一

選
択
と
な
る
薬
で
す
。
ま
た
、
狭
心
症
、
特
に

冠か
ん
れ
ん
し
ゅ
く
せ
い

攣
縮
性
の
患
者
さ
ん
に
は
著
明
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。

強
い
血
管
拡
張
作
用
を
持
つ
た
め
、
反
射
性

頻
脈
、
顔
面
紅
潮
、
起
立
性
低
血
圧
、
動
悸
、

頭
痛
、
ほ
て
り
感
、
む
く
み
、
歯
肉
増
生
な
ど

の
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
及
び
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
は
、
Ca
拮
抗
薬
の
薬
物
血
中

濃
度
を
上
昇
さ
せ
、
効
果
が
出
す
ぎ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、一
緒
に
摂
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
b
）
ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゼ
ピ
ン
系 

（
B
T
Z
系
）

血
圧
を
下
げ
る
作
用
は
よ
り
緩
徐
で
弱
く
、

マ
イ
ル
ド
な
降
圧
、
徐
脈
作
用
を
期
待
す
る
時

に
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
抑
制
作
用

を
伴
う
の
で
、
心
不
全
や
徐
脈
な
ど
、
心
臓
疾

患
の
あ
る
方
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

2
．
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体
拮
抗
薬

　
（
A
R
B
）

日
本
で
は
Ca
拮
抗
薬
に
次
い
で
よ
く
使
用
さ
れ

て
い
る
薬
で
す
。
血
圧
を
上
昇
さ
せ
る
物
質
に
な

る
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
の
働
き
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

て
血
圧
を
下
げ
ま
す
。
ま
た
、
直
接
的
な
降
圧
目

的
だ
け
で
な
く
、
心
臓
保
護
作
用
や
腎
臓
保
護
作

用
、
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
改
善
作
用
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
心
臓
や
腎
臓
の
病
気
を
合
併
し
た
り
、

糖
尿
病
を
有
す
る
よ
う
な
症
例
で
よ
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
利
尿
薬
と
併
用
す
る
と
、
相
乗
的

に
血
圧
を
下
げ
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
し
ば
し
ば

併
用
さ
れ
ま
す
。

副
作
用
は
少
な
い
で
す
が
、
妊
婦
や
授
乳
婦
は

内
服
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
腎
臓
と
肝

臓
で
代
謝
・
排
泄
さ
れ
る
の
で
、
重
症
肝
障
害
や

腎
障
害
の
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

3
．
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
阻
害
薬

　
（
A
C
E
阻
害
薬
）

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
と
い
う
物
質
が
酵
素
に
よ
っ

て
変
換
さ
れ
る
と
血
圧
を
上
げ
る
物
質
に
変
わ
り

ま
す
。
そ
の
酵
素
に
よ
る
働
き
を
防
ぎ
、
血
圧
を

上
げ
る
物
質
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し
、
血
圧
を
下

げ
る
薬
で
す
。
A
R
B
同
様
、
血
圧
を
下
げ
る
働

き
と
は
別
に
、
臓
器
の
障
害
が
進
む
の
を
予
防
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
合
併
症
や
糖
尿
病
を

有
す
る
患
者
さ
ん
に
推
奨
さ
れ
る
薬
で
す
。
た
だ

し
、
腎
臓
か
ら
排
泄
さ
れ
る
の
で
、
腎
障
害
の
方

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

副
作
用
と
し
て
は
空
咳
が
有
名
で
、
20
〜
30
％

の
方
で
内
服
開
始
1
週
間
後
か
ら
数
か
月
以
内
に

出
現
し
ま
す
。
こ
の
副
作
用
は
薬
を
止
め
る
と
速

や
か
に
消
え
ま
す
の
で
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

4
．
利
尿
薬

血
液
の
水
分
量
を
減
ら
す
こ
と
で
血
圧
を
下
げ

る
薬
で
す
。
足
の
む
く
み
な
ど
が
慢
性
的
に
あ
る

時
に
向
い
て
い
ま
す
。
別
の
薬
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

目
的
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

（
a
）
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系

腎
臓
で
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
再
吸
収
を
抑
制
し
、

体
内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
血
圧

を
下
げ
ま
す
。
し
か
し
、
腎
臓
の
機
能
が
あ
る

程
度
以
上
悪
く
な
る
と
効
き
ま
せ
ん
。

（
b
）
ル
ー
プ
利
尿
薬

サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
と
利
尿
作
用
は
強
い
の
で

す
が
、
血
圧
を
下
げ
る
効
果
は
弱
い
の
で
、
サ

イ
ア
ザ
イ
ド
系
の
ほ
う
が
使
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
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し
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
例
で
も
有
効
で

す
。

（
c
）
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
拮
抗
薬
（
カ
リ
ウ
ム
保
持

性
利
尿
薬
）

ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
は
副
腎
で
作
ら
れ
る
ホ
ル
モ

ン
の
一
つ
で
、
体
内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム

の
バ
ラ
ン
ス
を
調
節
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ホ
ル

モ
ン
の
作
用
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
腎
臓
か
ら

の
ナ
ト
リ
ウ
ム
排
泄
を
促
し
、
血
圧
を
下
げ
る

お
薬
で
す
。
い
く
つ
か
の
降
圧
剤
を
併
用
し
て

も
な
か
な
か
血
圧
が
十
分
に
下
が
ら
な
い
治
療

抵
抗
性
高
血
圧
の
方
に
よ
く
投
与
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
心
不
全
の
予
後
を
改
善
す
る
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
a
）
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
、（
b
）
ル
ー
プ
利
尿

薬
に
は
、
低
カ
リ
ウ
ム
血
症
や
高
尿
酸
血
症
の
副

作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
1
/
4
錠
〜
1
/
2
錠
程

度
の
少
量
の
使
い
方
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
c
）
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
拮
抗
薬
は
、
腎
臓
か
ら

の
カ
リ
ウ
ム
の
排
泄
を
抑
制
す
る
た
め
、
内
服
中

は
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。

5
．
β
遮
断
薬

緊
張
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
分
泌
さ
れ
る

カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
、
細
胞
の
受
容

体
に
結
合
し
て
作
用
し
ま
す
。
受
容
体
に
は
α
と

β
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
心
臓
に

あ
る
β
受
容
体
を
遮
断
す
る
こ
と
で
心
拍
出
量
を

減
ら
し
、
中
枢
で
の
交
感
神
経
を
抑
え
る
こ
と
で

血
圧
を
下
げ
る
薬
で
す
。
若
い
方
の
高
血
圧
や
、

心
不
全
の
予
後
改
善
の
目
的
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
や
糖
尿
病
、
耐
糖
能
異
常
な
ど
の
合
併

が
あ
る
場
合
に
は
第
一
選
択
薬
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、気
管
支
喘ぜ
ん
そ
く息

の
患
者
さ
ん
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

6
．
α
遮
断
薬 

α
受
容
体
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
管
の

収
縮
を
抑
え
、
血
圧
を
下
げ
る
薬
で
す
。
早
朝
に

血
圧
が
急
激
に
上
昇
す
る
早
朝
高
血
圧
が
起
き
る

と
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
起
こ
す
危
険
が
高
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
早
朝
高
血
圧

を
抑
え
る
目
的
で
、
し
ば
し
ば
眠
前
に
α
遮
断
薬

を
投
与
し
ま
す
。

初
め
て
服
用
す
る
場
合
に
は
起
立
性
低
血
圧
に

よ
る
め
ま
い
、
動
悸
、
失
神
が
あ
る
の
で
、
少
量

か
ら
始
め
て
徐
々
に
増
量
し
て
い
き
ま
す
。

7
．
合
剤

1
種
類
の
降
圧
剤
で
十
分
血
圧
が
下
が
ら
な
い

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
そ
う
い
う
時
に
は
2
種

類
、
3
種
類
と
併
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
薬
の
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
忘
れ
ず
に
内
服

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
近
年
、
2

種
類
の
薬
を
合
わ
せ
て
1
粒
に
し
た
配
合
剤
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
合
剤
の
ほ
う
が
値
段
も
安
く
、

今
後
需
要
が
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
薬
の
容
量
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
し
も
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
合
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
と
め

●
定
期
的
に
血
圧
を
測
定
、
ノ
ー
ト
に
記
載
す

る
な
ど
し
て
、
降
圧
薬
の
効
き
方
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

●
服
用
し
て
い
て
体
調
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合

は
、
か
か
り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

次
号
の
後
編
で
は
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
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